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-写真5・2.1 1慎徳県龍江鎮東頭管理区で
見た族譜(手抄本)
族譜(写真5・2・1)や土地証などの文
書を撮る機会もあるので，ピント合わせが
確実な一眼レフカメラは必携である。フィ
ルムは，お世話になった方に送る人物写真
が非常に多いのと，ストロボなしで撮る時
とを考慮して，現在は IS0400ネガフィル
ムを使用している。ビデオカメラは，暗い
所でもよく写る。今や必需品であろう。
調査では，多くの人に会う。相手の顔と
名前を覚えるのは最低限の礼儀で，コミュ
ニケーション成立に不可欠だが，これがな
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かなか大変。そのために準備したのが，ポ
ラロイドカメラと芳名録である。ポラロイ
ドは，各人につき 2枚撮り枚は本人に
差し上げる。これが結構喜ばれる。もう l
枚は私たちの記憶用で，写真の余白に人名
などのデータを書き込んでファイルする。
芳名録には，本人に姓名・所属・職業など
を書き込んで、もらう。この 2つは，調査中
のみならず，帰国後の整理にも役立つ。 ま
た，私たちのことを覚えてもらう必要もあ
るので，名刺はたっぷり用意する。
小縮尺の地形図は，集落の立地・分布や
付近の鎮との地理関係などを知るために不
可欠である。ただし中国では，地形図は公
開されていない。非公式に利用できる機会
もあるが，念のため，民国初年に中国軍が
作成し，後に日本軍が複製した地形図を用
意する。布目潮i風・松田孝一編『中国本土
地図目録~ (1987)東方書庖が役に立つ。
日本軍の被害を受けた人もいるので， 地形
図欄外の「陸軍参謀本部」等の字は切り取
っておく。万歩計は，歩調。でおおよその距
離を知ることができる。集落分布図などの
閲覧時に，複写できないこともあるので，
トレーシングペーパーも用意する。
薬品としては，風邪薬・胃腸薬等に加え，
抗生物質や下痢止めも持参した。二度ひど
い下痢になったが，正露丸よりも，腸の活
動を抑制する下痢止めの方が効く。
③文献資料収集
現地には，日本では見られない文献資料
が多数あるので，大学図書館や省立図書館
を訪問する。近年，新しい地方志とともに，
県別の地名志も刊行されている。集落の沿
革に言及するものもあ り，調査先の地方志
・地名志は必見である。珠江デルタの場合，
香港在住の同郷会が機関誌を発行している
(多くは香港大学で閲覧可能)。同郷会は
故郷との連絡が密で，調査に役立つ情報も
多く載っている。
④県・鎮政府
現在，県以下の行政体系は，県~鎮・郷
~村民委員会~村民小組となっている。村
民委員会(広東では90年に，管理区弁事処
に変更)は行政村とも呼ばれ，人民公社時
代の大隊に相当する。村民小組は自然村と
も呼ばれ，昔の生産隊に相当する。ひとつ
の集落であることが多いが，戸数の多い集
落では，複数の村民小組がある。調査では，
最初に県政府を訪問し，県志編纂者，国土
局，文化局，農業や水利の工作者から歴史
・現況を聴取したり，檎案館(文書館)で
文書資料を収集する。棺案館の開放度は地
域によって異なるが，解放前の県・鎮レヴ
ェルの地方新聞や土地改革時の土地証を収
蔵している場合もある。次に鎮(あるいは
郷)政府を訪問し，鎮志編纂者，国土所，
農業・水利・文化などの工作者から歴史・
現況を聴取する。鎮レヴェル以下の情報は，
公開文献ではほとんど得られないから，調
査に入る行政村の選定を念頭において，情
報を得る必要がある。なお，後述する「社」
「坊」への関心は，県政府での聴取で得た
示唆に始まるものである。
⑤行政村の選定
調査に入る行政村の選定基準は，歴史が
新しい村と古い村，鎮に近い村と遠い村，
その他特色のある村とし，前述の工作者や
地名志の情報を参考に決定する。日程の都
合もあるが，一行政村につき最低2日は必
要である。調査村を選定しでも，相手側の
都合もある。鎮政府までは事前に訪問し，
調査村をあらかじめ決めておいて，後日に
本調査を行なうのが望ましい。行政村では，
まず書記や主任から歴史・現況の説明があ
る。なお，各行政村の領域を写した航空写
真を備えている所が多いから，見逃さない
ようにしたい。
⑥インフォーマントの条件
解放前の農村社会調査が目的であるから，
この目的に適うインフォーマントを得られ
るかどうかが，調査の成否を握っている。
条件として，以下の3点を希望した。第1
に，本地で出生し，解放前に一貫して本地
で生活した農民(できれば代々居住).第
2に，年令70歳以上，少なくとも65歳以上
(1920年代前半出生し，解放時に成人に達
している).第3に，小作か自作かを問わ
ず，解放前に自家で農業経営を行なってい
たこと(富農を含む)。この希望は，パー
トナーや県・鎮政府を通じて，インフォー
マントを捜しだす行政村に伝わる。ただし，
間接的なため，意図が十分に伝わらないこ
ともある。極端な場合，私自身は参加しな
かったが.88年に江南デルタ予備調査を行
なった演島氏は，上記希望を出したが，出
てきた農民は解放後生まれであった。この
点に限らず，当方の調査趣旨が，相手側に
十分伝わっていないことは意外に多い。調
査の成否に関わるので，万全を期したい。
⑦採訪
まずインフォーマントの簡歴を尋ね，上 左目
記3条件を確認する。年令については，出 史・
生年を確認する。出生年があやふやな場合 学
は，出生年の十二支を尋ねる。ただし，珠
江デルタでは，自分の十二支を知らない人
も稀ではなかった。なお，“科学的実験"
の前提として，知らないことは「知らな
い」と回答し，伝聞・憶測による回答は遠
慮して頂くよう，あらかじめお願いしてい
る。次に筒歴を考慮しつつ，前記の調査項
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-写真5・2・2 1頂徳県龍江鎮集北管理区の
農家内部
目表に沿って質問する。採訪で新知見を得
るごとに，項目を追加する。採訪は，たい
てい行政村事務所で行なうが，昼食時に，
インフォーマントが家に帰って食事をとる
と，昼休みが3時間位になってしまう。そ
こで当方負担で昼食を用意してもらい，採
訪時間を節約する。また，余1肢を利用して
村内を見学する(写真5・2・2は見学した
農家)。調査内容はその日のうちに整理し，
不明点は滞在中に確認すべきであろう。イ
ンフォーマントへの謝礼は，銀政府に相談
するが，採訪に与らずに労働した場合の労
貨が目安のようだ。
⑨食物・宿泊施設
食物については，とくに問題ないが，衛
生面から，宿舎に戻った時や食前には石け
んで、手を洗っておきたい。宿泊施設につい
ては，民家に宿泊するのは基本的に不可で，
主に鎮政府所在地のホテルや招待所(公用
の宿泊施設)に宿泊する。ただし，江南デ
ルタでは，鎮での宿泊はほとんど実現せず，
県域での宿泊が多い。調査先の鎮が県域か
ら遠い場合，県城との往復で時間が取られ
ることもある。部屋はツインが一般的で，
宿泊料は外国人と中国人で異なる。洗濯サ
302 
ーピスが無いこともあるので，洗濯石けん
を持参する。外貨は，県城や鎮の中国銀行
で免換でき，免換率は全国一律である。日
本円はT/Cに換えておいた方が安心だ、が，
外貨の方が便利な時もあるので，ある程度
は用意しておきたい。
⑨車
県城や鎮の宿舎と調査先の行政村との往
復や景観観察には，車が不可欠で、ある。農
村では，タクシーは普及しておらず，車を
保有する機関・企業からの賃借となる。保
有者側の都合が優先されるので，いつも借
りられるわけではない。車事情が違うので，
交渉はパートナーに任せよう。なお，珠江
デルタでは，鎮政府などが車・船を無償提
供してくれたが，これは例外と考えた方が
よい。レンタカーがあるかどうか不明だが，
交通感覚が異なるので，自分で運転するこ
とはおすすめできない。
⑩贈り物
慣習が違うので，パートナーに相談する。
県・鎮の政府や行政村に，掛け時計 (r掛
鐙J) を贈った。しかし，これを中国語で
「送鐙」と言い，発音が「送終J (死をみ
とる)と同じなので，個人には贈れない。
-帰国・後片付け
調べ漏れは多くある。採訪時間が足りな
いl時は，若干の項目についてインフォーマ
ントにメモ作成を依頼することもある。帰
国後に気が付いた場合は，手紙で尋ねる方
法もあるが，翌年に数日の補充調査を組む
方法もある。
収集した資料のうち，フィールドノート
や再入手不可能な資料は，できるかぎり郵
送せずに手荷物として持ち帰る。なお，郵
送・帰国時に税関検査を受ける場合，パー
トナーの所属機関から，中身に違法なもの
がない旨一筆もらっておくと多少安心だが，
使わないにこしたことはない。
帰国すると日常の仕事が待っている。 し
かし，調査でお世話になった方への礼状と
撮った写真の送付だけは， 1 -2ヵ月のう
ちに済ませたい(写真が届くのを鶴首して
いるからだ)。礼状は， 芳名録に載ってい
る方々に出すが，その数は数卜人に及ぶの
で，共通文面の礼状で我慢せざるを得ない。
とくにお世話になった方には，別途文面を
考えるか，共通文面に書き添えて送りたい。
写真に写っている人を記憶力だけで同定す
るのは無理で，この時に前述のポラロイド
が役立つ。各人ごとに小封筒を用意し，礼
状と写真を入れる。所属が同じ人々の小封
筒を一括して大封筒に入れ，所属機関宛に
郵送して一段落となる。
-論文・まとめ
①報告書
県・鎮の各部門工作者，とりわけ古老か
らの聴取内容は貴重な口碑資料となる。自
己に有用な部分は，論文作成時に紹介され
るであろうが，それ以外は私蔵され，つい
には死蔵されることもある。しんどい作業
になるが，口碑資料を中心とする報告書を
刊行し，公開利用に供したい。思わぬ誤解
について，大方の教示を乞うことができる
し，何よりも，後日，同一の調査地・テー
マで調査を行なう人の参考になろう。報告
書の体裁は，報告書 1では実現できなかっ
たが中国農村慣行調査』全6巻(1952
-58)岩波書庖，に倣い，質問・回答の各
内容を生のまま(できれば原語)で収録し，
加えて詳細な索引を付すのが最善であろう。
文献で対照・確認できた点や疑問点その他
も，コメントとして付け加えたい。
②論文
フィールドワークで得た知見には，文献
資料が語り及ばぬものが多くある。たとえ
ば，珠江デルタ順徳県の多くの集落では，
現在でも，社(社公，社稜神ともI呼ぶ。写
真5・2・3)という小さな非人格事1，ある
いは土地公と呼ばれる小さな人格神が杷ら
れている。古老の語る所を夜、なりに整理す
るなら，社(土地公を含む)は，流動性の
高い農家が多数集まっているだけでは建設
されない;定着農耕を営む多数の近接する
-写真5・2・3 順徳県大良鎮蘇商管理区旧
秦の雲龍社
農家の聞に， 一個の集団としてのアイデン
テイテイが成立して初めて建設され(これ
を「関村」と呼ぶ)，集団各々は某々社あ ー
るいは某々坊と呼ばれる;となる。すなわ 歴・
ち，社・坊を，定着農耕を営む農家を構成 史・
要素とする地縁的社会集団の最小単位と理 T 
解できる(論文 3)。これは，集落レヴェ
ルの社会構造を解明するうえで重要な発見
である。社・坊の語は地方志にも見いださ
れるが，当地の人々には常識的であるため
か，関連説明はほとんど無い。文献から上
記発見を導きだすのは困難なのである。
この発見は，文献資料中の未利用資源の
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活用につながる。社・坊に関する知見の獲
得によって， 1青末における県の統治体系の
末端単位たる「村」の内実が判明したこと
(論文3)や，従来，旧中国の集落につい
ては“領域の欠如"が通説となっていたが，
少なくとも順徳県の集落(=社・坊)につ
いては“領域の存在"を推測し得ること
(論文4)などは，その一例である。その
他，表面上は，文献資料のみで立論してい
るが，現地踏査での実見が背景として役立
っている場合もある(論文2)。このよう
に，文献も利用することで，インフォーマ
ントが生きた時代・地域等の限界を越えた
立論も可能になる。
フィールドで得た知見を再構成するだけ
で論文ができる場合もあろう。しかしフ
ィールド調査と文献研究との併用は，相互
の限界を補って，体系的かつリアルな農村
社会像の構築に貢献する。また，フィール
ドワークは，、地図資料の価値を再認識する
機会となった。立論にリアリティをもたせ
るうえで，小縮尺の地図が威力を発揮する
ことを申し添えておきたい。
.ADVICE 
文献を通じて馴染んだ場所や事物を目の
あたりにするのは，まだ見ぬ恋人に会うよ
うなもので，知らぬ聞に作りあげた自分な
りの像が試される。現地訪問で，自説が強
固になることもあれば，再考のための示唆
を得ることもある。いずれであれ，リアリ
テイのある中国社会像の構築にプラスにな
ることは確かである。そして，古老ですら
知らぬ昔のムラのことが，文献に残ってい
て，私から古老に教えてさしあげる。こん
なことだってありうる。このへんが文献を
扱いながらフィールドワークをする妙味で
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あろう。
古老とのコミュニケーションを正確で密
度の濃いものにするには，言語の修得は不
可欠である。華北を除き，農村では I普
通話」は通じないと考えた方がよいだろう。
「普通話」に加えて，自分の研究対象地域
の方言(広東語や上海語など)を修得する
必要性を銘記しておきたい。
お世話になった方々に謝意を表するため
に，またコミュニケ}ションの一環として
招宴をするのが通例である。なかには酒豪
もいるので，覚悟しておこう。歌で宴を盛
り上げたり，手品で返杯をかわしたりする
工夫も必要のようである。
(付記)フィールドワークを通じて，上司
かっ共同調査者である演島敦俊教授からは，
学術面に限らぬ多くの薫陶を賜った。記し
て，感謝の意を表したい。
